
参考 6-1 

 

宇宙開発委員会 第4回推進部会議事録（案） 

 

1． 日時 平成22年9月21日（火曜日）14時～17時10分 
2． 場所 文部科学省 16階 特別会議室 
3． 議題 
（1） 宇宙ステーション補給機（HTV）技術実証機プロジェクトの事後

評価について 

（2） H-ⅡBロケット試験機プロジェクトの事後評価について 

（3） その他 

4． 資料 
推進4-1-1 宇宙開発に関する重要な研究開発の評価 宇宙ス

テーション補給機（HTV）技術実証機プロジェクト及

びH-ⅡBロケット試験機プロジェクトの事後評価に

係る調査審議について 

推進4-1-2 宇宙ステーション補給機（HTV）技術実証機プロジ

ェクトに係る事後評価実施要領（案） 

推進4-1-3 宇宙ステーション補給機（HTV1）プロジェクトに係る

事後評価について 

推進4-2-1 H-ⅡBロケット試験機プロジェクトに係る事後評価実

施要領（案） 

推進4-2-2 H-ⅡBロケット試験機プロジェクトに係る事後評価に

ついて 

 

参考4-1 宇宙開発に関するプロジェクトの評価指針 

参考4-2 宇宙開発委員会 推進部会の今後の予定について 

5． 出席者 
部会長 井上  一 

部会長代理 森尾  稔 

委員長 池上 徹彦 

 

特別委員 小林  修 

特別委員 佐藤 勝彦 

特別委員 澤岡  昭 

特別委員 鈴木 章夫 

特別委員 高柳 雄一 

特別委員 廣澤 春任 

特別委員 水野 秀樹 

特別委員 宮崎久美子 

 

文部科学省審議官 加藤 善一 

文部科学省宇宙開発利用課長 佐伯 浩治 

文部科学省宇宙利用推進室長補佐 佐藤 崇行 

文部科学省研究開発局参事官付参事官補佐 瀬下  隆 

文部科学省研究開発局参事官付委員会係長 小林 伸司 

【説明者】 

（HTV） 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

  有人宇宙環境利用ミッション本部 HTVプロジェクトチーム 

   サブマネージャ 小鑓 幸雄 

   ファンクションマネージャ 佐々木  宏 

（H-ⅡB） 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 



  宇宙輸送ミッション本部 H-ⅡBプロジェクトチーム 

   プロジェクトマネージャ 中村 富久 

   ファンクションマネージャ 佐藤 寿晃 

三菱重工株式会社（MHI） 

   名古屋航空宇宙システム製作所宇宙機器技術部 

    H-ⅡBプロジェクトマネージャ 田村 篤俊 

 

6． 議事内容 
【井上部会長】 本年度第4回の推進部会を開催いたします。皆様に

は大変お忙しいところお集まりいただきまして、まことにありが

とうございます。 

 初めに、青江前推進部会長が、宇宙開発委員の任期を終

えられて退任されましたので、私が跡を引き継ぐことになりま

した。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の議題は、宇宙ステーション補給機（HTV）技術実証機

プロジェクトの事後評価について、それから、2番目が、H-Ⅱ

Bロケット試験機プロジェクトの事後評価についてでございま

す。 

 初めに事務局より、配付資料の確認をお願いします。 

 

 事務局から配布資料の確認が行われた。 

 

（1） 宇宙ステーション補給機（HTV）技術実証機プロジェクトの事後

評価について 

【井上部会長】 それでは、審議に入りたいと思います。最初に、宇宙

ステーション補給機（HTV）技術実証機プロジェクト及びH-Ⅱ

Bロケット試験機プロジェクトの事後評価に係る調査審議につ

いて、これは15日の宇宙開発委員会で付託を受けておりま

すけれども、その点につき、資料4-1-1に基づいて、事務局

から説明をお願いします。 

 

 事務局から推進4-1-1に基づき、説明があった。 

【井上部会長】 何か御質問とかございますでしょうか。 

 よろしければ、宇宙ステーション補給機（HTV）技術実証機

プロジェクトの事後評価の進め方について、資料4-1-2に基

づいて説明をお願いします。 

 

 事務局から推進4-1-2に基づき、説明があった。 

【井上部会長】 ただいまのHTVプロジェクトの評価実施要領につい

て、御質問とか御意見とかがあればお願いします。 

 よろしいでしょうか。よろしければ、宇宙ステーション補給機

（HTV）技術実証機プロジェクトの事後評価ということで、この

実施要領で進めさせていただきます。 

 それでは、プロジェクトの説明に移ります。資料の推進

4-1-3に基づいて、JAXAから説明をお願いいたします。 

 

 JAXAから推進4-1-3に基づき、説明があった。主な質疑は以下のと

おり。 

【小林特別委員】 最後の方で出てきた海外調達コンポーネントの問

題の特性把握の話なんですが、こういう問題は前からあって、

当然、こういうことにならないようにと組織としては動くようにな

っているんじゃないかなと思っているんですが、どうしてこう

いうことが起きたのでしょうか。そちらの方が問題になることは

ありませんでしょうか。 



【JAXA（小鑓）】 このGPS受信機でございますが、まず本来ちゃんと

試験をしなければいけなかった。それは私どもも認識してい

たのでございますが、地上の試験装置が12時間しか使えな

いようなものでございまして､長時間できなかったというのがも

ともとの原因でございます。それと、スラスタの高温化でござ

いますが、これも我々が使うあるレベルの試験をしていたん

ですけれども、今回の運用では、予想していたよりも長い時

間、クリティカルな噴射がございまして、そこが我々の予想し

ていた範囲を超えていたところでした。今から思うと、もう少し

運用者側と推進系の人間が密接にやっていれば、前もって

気がついていたという反省はございます。 

【小林特別委員】 何かこういう問題が起こらないような手を打ちますよ

という話が出てくるのが普通だと思うんですけれども、やむを

得なかったというだけで済む話なんですか、こういう話は。前

から海外からの調達品というのは、よくこういう問題が起きて

いますよね。 

【JAXA（小鑓）】 ええ。そういう意味で我々は知っていたんですけれ

ども、もう少し配慮が足らないところがあったというのが事実で

ございます。 

【井上部会長】 そういう意味でいうと、お答えは、配慮が足りなかった

ということをおっしゃっているので、事前に53ページの（2）に

書かれている設計情報を入手していれば云々というようなこと

とはちょっと違うお答えだったような気がするんですけれど

も。 

【JAXA（小鑓）】 このGPSについては、事前に設計情報を得ていれ

ば、試験をしなくてもこういうことになり得るということがわかっ

ただろうという意味で書かせていただきました。 

【井上部会長】 ですから、ある意味個別の対処の仕方みたいなこと

をお答えになっていて、ここは一般論として、海外コンポーネ

ントというものについては、問題が起こらないように、もっとこ

れからはということですか。 

【JAXA（小鑓）】 そうですね。従来やっていなかったという意味じゃな

くて、もっと徹底してやらなきゃいけないという意味で書かせ

ていただきました。 

【井上部会長】 そうですね。だから、小林委員の御指摘のように、従

来からわかっていたじゃないかということになってしまう。 

【JAXA（小鑓）】 はい。従来からそういう目で見てまいりましたけれど

も、それをもっと徹底すべきであったというのが評価でござい

ます。 

【鈴木特別委員】 3件ほど質問があるんですが、まず一番簡単な質

問から。22ページのエクストラサクセスのところの2ポツ目に、

「余剰能力として、H-ⅡBとのインタフェース条件を0.3トン低く

することができた」とありますが、これは具体的にどういう内容

なんでしょうか。 

【JAXA（佐々木）】 はい。6トンを輸送するために、当初ロケット側とは

全機重量16.7トンというインタフェースをとらせていただいた

んですが、16.4トンでも6トンの荷物を運べるということから、

0.3トンロケット側に要求しなくても、ぎりぎり6トンが達成できる

という趣旨で考えています。 

【鈴木特別委員】 それはHTVがそれだけ軽量化できたということで

すか。 

【JAXA（佐々木）】 はい、そういうことです。電池等を含めまして、軽

量化ができたということです。 

【鈴木特別委員】 それから、このスケジュールを見ますと、開発スケ



ジュールとしては非常に長くて、これは具体的にどういう状況

だったかというのを確認したいんですが、これは延びるという

のは、あるところである期間ボンと延びたのか、あるいはずる

ずるずるずると延ぴたのか。開発スケジュールが長くなると、

どうしても開発費はかさむわけですけれども、その場合、特に

メーカー側にとっては、その間ずるずるずるずる延びると、エ

ンジニアを維持するというのは非常に難しくなるわけですね、

具体的には。お金があれば問題ないんですけれども、その

あたりの実態はどうだったんでしょうか｡あるところでスペース

シャトルが失敗したから、例えば3年ボンと延ばした。その間

にじゃあ何をやろうかと決めたのか、あるいは、そうじゃなくて、

いつの間にかずるずるずるずる延びちゃったということか、そ

の間のメーカー側のエンジニアの維持というのは、どういうふ

うにやられていたんでしょうか。 

【JAXA（佐々木）】 最初に事務局の方から事後評価の実施要領の中

でもありましたけれども、最初のころは、毎年宇宙開発委員会

の方に1年延期ということを説明させていただいていたので

すけれども、開発当初から、大体4年後に打ち上げるというス

ケジュールでスタートして、しばらくはずっと4年後、常に4年

後という状況が続いて開発が進みました。ということで、ボンと

延びたのではなくて、1年ずつ延びていきました。これは宇宙

ステーションの打上げ計画がずるずるといったことの影響を

受けまして、「きぼう」が上がらないとHTVを上げる必要がな

いということで延ばされていました。 

 どう維持するかというところで、不幸にもというか幸いにも、

まあ、両方あるんですけれども、資料にあるとおり、開発当初

においては、プログレスの事故があったり、ETS-Ⅶにいろい

ろ問題があったり、ロケットが失敗していろいろな水平展開が

きたり、ということで、毎年延びた期間を利用して、そういう水

平展開をいろいろと反映していく中で、技術者の方の設計見

直し、設計反映という検討もありましたので、技術者を維持さ

せていただいたというのが正直なところです。 

【鈴木特別委員】 そうしますと、大体開発のメンバーというのは、ほぼ

コンスタントでずっと十何年続いたのですか。コンスタントとい

うのは、必ずしもコンスタントではないんですけれども、大幅

なダウンアップがなくて？ 

【JAXA（佐々木）】 若干下がり気味ではあったんですけれども、必要

最低限の人員は確保させていただきました。 

【鈴木特別委員】 わかりました。それからもう一つの質問で、ATV（欧

州補給機）との関連なんですけれども、これは例えば、ミッシ

ョンとしてはかなり似たものといいますか、かなりの共通性が

あるわけなんですけれども、ATVとは完全に独立で開発した

んでしょうか。それとも何か共通のコンポーネントを使うという

ことで、コーディネーションしながら開発が進んだんでしょう

か。 

【JAXA（小鑓）】 ESA（欧州宇宙機関）とは、今、技術調整会議等を通

じて情報交換していまして、コンポーネントとしてはランデブ

センサをESAと共通で使ってございます。 

【JAXA（佐々木）】 あと補足ですけれども、協力して開発をしたもの

はランデブセンサのみなんですけれども、この大きさの規模

の宇宙機というのはほかにありませんので、例えばエンジン

とか、推進系に必要なバルブ類、それから、通信機器の一部

については、結果的なんですけれども、共通のものがかなり

使われています。 



【鈴木特別委員】 そうすると、共通性はかなりあるということですか。 

【JAXA（佐々木）】 はい。 

【井上部会長】 そういう意味で、ちょっと先ほどの御質問の、ずるずる

という点なんですけれども、実際問題としては、これ、45ペー

ジとか46ページぐらいにあるのかな、平成14年度ぐらいまで

の、その後、結構大きくいろいろな要求が取り込まれて、かな

り大幅な設計変更といいますか、随分大きなことが行われて

いる。これを見ると、いわゆるEMというんですか、1つ前段階

の作業が結構長く続いて、最終版に向けては14年度ぐらい

から、むしろ仕切り直しになっているような印象を受けるんで

すけれども、そんな理解でよろしいですかね。 

【JAXA（小鑓）】 はい。最終的にコンフィギュレーションが固まったの

は平成14年でございますので、そのようにお考えいただいて

結構です。 

【水野特別委員】 43ページのスケジュールで、2007年度にPROXの

打上げというものがありまして、11ページのHTV1の概要とい

うのを見ながら、このPROXの打上げって何だろうなと思って

いたんですけれども、これはどのようなものですか。 

【JAXA（小鑓）】 この43ページの2007年のPROX打上げと書いてござ

いますのは、11ページの右にありますラックの中に入ってい

ます、以下の3装置からなる構成と書いていますGPS受信機、

データ処理装置、送受信機でございます。 

【水野特別委員】そうすると、これをスペースシャトルに持っていったと

いうのが、この2007年度末というふうに思った方がいいです

か。 

【JAXA（小鑓）】 そうです。技術実証機がISSに接近するときに、

PROX通信するためにJEMにこれを置いて通信する必要がご

ざいますので、先にシャトルで打ち上げました。 

【水野特別委員】 これが前方、後方、上方の3ヵ所にあるのですか。 

【JAXA（小鑓）】 いえ、打ち上げたのはこの3つの試験装置でして、

JEMについておりますリフレクタですとかアンテナにつきまし

ては、「きぼう」を打ち上げたときに打ち上げました。 

【水野特別委員】 わかりました。あと個別の質問票で質問させていた

だけれぱと思うんですけれども、EMCというか、電磁適合性

上いろいろな周波数帯を使っていると思うんですよ。だから、

そこら辺で、先ほどのGPSの話とも関係するのかなと思うので、

周波数帯はこのようなものを使っているというのを、後でまた

教えていただけれぱと思います。 

【JAXA（小鑓）】 はい。具体的な周波数について、質問票の中でお

話しさせていただきますが、公には具体的な周波数帯を出せ

ない場合もございます。それは御承知お願いします。 

【水野特別委員】 はい、わかりました。 

【宮崎特別委員】30ページの経済波及効果のところなんですが、経済

波及効果を計算する上で、ほかの分野との比較をしますと、

波及倍率を2.53と、ほかの分野と比べてかなり高く設定されて

いる理由は何でしょうか。 

【JAXA（小鑓）】 この分析の中身では、ここに書いてございますように、

輸送機器機械ですとか、鉄鍋とか、化学製品の分野というの

は、いわゆる産業連関の分野が非常に多くて、ここに投資す

るといろいろなところに波及効果があるという仮定に基づいて

計算されておりまして、このやり方でいきますと、いわゆる

HTVは輸送機械に入りますので、輸送機械はここに書いて

いますが、①建設投資、②住宅建設、③情報通信よりも高い

倍率でございまして、そういう意味で波及倍率が高いという数



字になっています。 

【井上部会長】 これについては三菱総研がそういう判断をして分析

をやったという話なんですね。 

【JAXA（小鑓）】 ええ。出典でございますが、波及効果の統計化に向

けた調査・分析というものを使って計算をいたしました。 

【井上部会長】 これ自身は、ある種の参考値というふうに理解した方

がよいのではないでしょうか。 

【JAXA（小鑓）】 はい。やり方としてはいろいろ別の考え方もあろうか

と思います。 

【建入特別委員】 ここの数字が、かなり大ざっぱなので、もうちょっと

具体的に資料を提示された方がよろしいのではないでしょう

か。 

 私もコンサルタントなので大変興味のある分野です。 1,568

億円という数字が堂々と提示されていますが、それに対して

具体性があまりない。正直なところ、信頼できる数字なのかど

うなのかと思います。 

【JAXA（小鑓）】 わかりました。これは私どものプロジェクトが直接計

算したわけではございませんで、これをやっている業者が計

算したものです。具体的な細かい計算方法等、私も承知して

おりませんので、質問に対する回答の中でお答えさせていた

だきたいと思います。 

【建入特別委員】 1,568億円という数字について細かい内訳や資料

が出せないようなら、このページは、あえて削除された方がよ

ろしいかと思います。 

【JAXA（小鑓）】 はい。議論の中で御指導いただきたいと思います。 

【森尾部会長代理】 私も金額だけ何倍と言われても、にわかには信

じ難いなというのが率直な感想で、金額は金額として、むしろ

私は具体的にどんな波及効果が期待できるという項目とか、

そういうことを御説明いただいた方がわかりやすいように思う

んですけれども。 

【JAXA（小鑓）】 わかりました。それも含めて、ちょっと検討させてくだ

さい。 

【井上部会長】 私が言うのも何か変なんですけれども、これはそもそ

もどこかでこういうものを出しなさいという指導があって、こうい

うものが出されているような背景があるんですか。 

 これは事務局側の説明があるようなものになりますか。 

【事務局】参考4-1で評価指針がございますが、その中の8ページに

なりますけれども、真ん中辺のところに、「なお、研究開発の

経済的な波及効果については、産業連関分析などを積極的

に利用して、把握することが望ましい」とありまして、これに対

応したものという形で、JAXAの方で今回データを提示してい

ただいているものと考えております。 

【井上部会長】 つまり、こちら側がこういう数値を出してくださいという

ことですか。 

【事務局】 数値をということではないですけれども、産業連関分析と

いう形で分析をしたらいかがだろうかということで、1つの指針

として提示しているものです。 

【井上部会長】 そういう背景のあるもので、むしろここでこれをどう考

えるかというような面のあるものだと、私もそんな気がしていま

した。これ自身があんまり注目を浴びて見られると何か変なも

のだなというのが、私も正直感じたところだったんですけれど

も、何かこれについては、どういたしましょうか。もう少し中身

をちゃんと見るということにするのか、それとも先ほどどなたか

がおっしゃったように、むしろこれはあんまり気にしないと、こ



ういうものが世の中の分析としてはあり得るという立場で、ある

種参考として見るかという2つ立場があり得ると思うんですけ

れども、その辺、どんなふうにしましようか。 

 御意見としては、もうちょっと中身を見た方がいいということ

ですか。 

【建入特別委員】 インパクトというところで何か記載したいというお考

えはよく理解できるのですが、数値を当てはめてこうなります

と、説明がつくような内容を提示することができるならば提示

し、詳しい内訳を提示できないのであるなら、このページは

思い切って削除したらどうでしょうか。あるいは、先ほど森尾

委員がおっしゃったように、どの分野でどのような波及効果が

出るのかをせめて詳しく提示されるとか。 

【JAXA（小鑓）】 それでは、事務局と相談させていただくということで

はだめでしょうか。 

【事務局】 この場で御議論ありますので、ある程度JAXAの方で、こ

れのもととなる説明ができる資料を出していただいて、その上

で次回議論いただいて、場合によっては削除するということ

でいいかなと思います。 

【井上部会長】 そうですね。もうちょっと、もう一歩踏み込んだ資料を

出していただきたいと思います。 

【JAXA（小鑓）】 では、次回に。わかりました。 

【井上部会長】 もう一遍議論をすることにいたしましょう。 

【JAXA（小鑓）】 はい、承知しました。 

【佐藤特別委員】 井上部会長の御質問の追加みたいな御質問なん

ですけれども、この46ページのプロジェクトの進行と予算の関

係なんですけれども、大事なミッションなので、成功のために

いろいろな追加とか、そういうのが必要になるというのは一般

的には理解できる話なんですけれども、はっきり言ってこれ

は予定どおり打ち上げることになっていれば、これは上がら

なかった話になるのか、その時点でも成功になるような、例え

ば、最初13トンの計画ですよね。幸いというか、遅れましたの

で機能しているわけですけれども、これで本当に計画、予定

どおりの打上げだったならば本当に極めて難しい話だったの

か、そのあたりはどうも私、気になるんですよね。つまり、これ

は13トンから16.5トンになっているわけで、機械も設計もかな

りかかったという話ですよね。これはどういうことで、3倍になる

のは当たり前だといえばそうかもしれないけれども、プロジェ

クトが本当はどう進行していたのか、やっぱりもう少し正直な

ことを聞かせてほしいんですけれども、これは、全面的に設

計が変更されたと思ってよろしいんですか。8年間遅れなか

ったら打ち上げられなかったのか、成功しなかったのか、今

から見ると、そう見られていいんでしょうか。 

【JAXA（小鑓）】 まず、概略的なお話をさせていただきたいんですけ

れども、始めた段階では、いわゆる無人の輸送機がステーシ

ョンに近づいてくるというのは、NASAにとっても初めての経験

でございまして、そういう意味で、要求がはっきりしていませ

んでした。開発を進めるに従って、これもある、これもあると。

それとここに書かせていただきましたけれども、プログレスが

ミールに衝突した事故がございまして、安全に対する考え方

が非常に厳しくなったということで、見直しがすぐ出てくるとい

うような開発でございました。 

【佐藤特別委員】 そのお答えは大体わかるんですけれども、もしそう

いうミールの事故が起こるとかそういうことがなく、最初の設計

の段階のHTVが上がったとしたら、今から見れば、成功して



いなかった可能性が大きいと判断していいぐらいでしょうか。 

【JAXA（佐々木）】 それはなかなか難しい回答になるんですけれど

も、基本的な設計変更というのは、非常に安全にかかわる部

分が多いのです。それは何かといいますと、トラブルが起き

たらどう安全化するかということが多いのですが、幸いにもトラ

ブルがなけれぱおそらくそのままいって、時間どおり飛んで

いけばランデブできたというところだとは思います。ただし

NASAの方で、いろいろな安全要求を考えて、この設計では

とても近づけさせられませんというふうになった場合には、打

ち上げることもできないということになりますので、そこは要求

と実現性の関係で、何らか簡単にはお答えは難しいかなと思

います。 

【佐藤特別委員】 安全性だけが追加されたわけで、ほかのもともとミ

ッションに要求されていたペイロード、重量とかその他に関し

ては、性能とかそういうことは、新たに追加されることはなかっ

たと思ってよろしいんですか。 

【JAXA（佐々木）】 安全性と、あと船外のいろいろな荷物を運ぶとい

うところが、新たな要求です。 

【佐藤特別委員】 つまり、曝露部の関係のものは、最初はなかったと

いうことですか。 

【JAXA（佐々木）】 はい、そうです。 

【佐藤特別委員】 それが新たに追加されたと。結構それは大きいと

いう感じでしょうか。 

【JAXA（佐々木）】 はい。見ていただくとわかるんですけれども、全

長も含めて、その追加ということで大きくなっています。 

【佐藤特別委員】 遅れたことによって、幸いというか、そういうことで

曝露部の関係を充実したと。それが大きいことだということで

すかね。 

【JAXA（佐々木）】 それは大きいと思います。 

【佐藤特別委員】 そういう説明だったら私、わかるんですけれどもね。

やはりそういう大きな変更をした理由というのを明確に説明し

ていただかないと、ちょっとわからなかったと思うんですね。

だけど、今から見たとき、今回だってヒヤリ・ハットはあったわ

けなので、正直言って最初の13トンの段階で、NASAからの

いろいろな安全性の要求に従って直さなければ、ヒヤリでは

済まなかったこともあると考えられるということは、そのとおり

でしょうか。 

【JAXA（小鑓）】 何もなければ、当初の開発計画どおりに進めて打ち

上げられたかという御質問でしょうか。 

【佐藤特別委員】 そうです。 

【JAXA（小鑓）】 開発でございますので、何もなければ、いわゆる開

発途中で何もなければ、安全要求等の追加がなくて、当初の

運用方法でいいというのであればできたというふうに考えて

います。 

【佐藤特別委員】 だけど、それは今から見て、成功したかどうかはち

ょっと判断はできないということでしょうか。 

【JAXA（小鑓）】 はい。もうコンフィギュレーションが変わってしまいま

したので。 

【佐藤特別委員】 そうすると、はやぷさ並みのヒヤリばかりやってい

てという感じになる可能性もあったわけですね。 

【井上部会長】 多分ちょっと答えにくいんだろうと思う部分は、安全の

指針みたいなものをどこまで考えておくかということは結果論

みたいなところがあって、それが失敗につながったかというこ

とに答えることは、すごく難しいことだと思うんですね。安全を



ここまで見ようといって、今回やって、それはうまくいきました

というのはいいんですけれども、じゃあその安全の基準をもっ

と下げることができたかというと、それをやったら失敗につな

がったかという御質問になっているんだと思うんです。それに

答えるのは、多分非常に難しい問題で。だから失敗になった

んじゃないかというのは、多分答えようがないんじゃないかと

いうことがちょっと感じるところです。 

 ですから、御質問のところに2点あって、1点は安全基準とい

うのが、ロシアの辺のことも含めて基準が直されていった｡こ

れはNASAも含めて全休に宇宙ステーションを学んでいく中

で、ある種いろいろ理解が進んでいったような部分があると

思うんです。もう一つは、結果としては延びたことで、ある種

の打上げに必要なものの吸収というんですか、拡大が行われ

たという2点なんじやないかと思うんです。 

【佐藤特別委員】 曝露部の関係が充実されたことは本当にいいと思

いますし、それはよかったと思いますけれども、そういう説明

さえされればよかったという感じですね。 

【JAXA（小鑓）】 済みません、ちょっと時間が押していたもので、説明

のときに45ページのコストの経緯のところを細かく御説明しな

かったので、そういう佐藤先生のようなお考えになったのだと

思います。申し訳ございません。 

【佐藤特別委員】 曝露部がなければ、こんなに予算も増えなかった

はずですよね。そういうことで、3倍になることはなかったと思

うんですけれども。 

【澤岡特別委員】 48ページの輸送コストの問題なんですが、これは

初号機の開発経費とかH-ⅡBのいろいろな問題があって、こ

の47億円/トンというのは非常に難しい数字だと思うんですが、

今後、この数字はルーチンになってきたときの、今度の2号機

などもにらんだ数字でしょうか。 

【JAXA（小鑓）】 これはロケットとHTVのコストを6トンで運ぶということ

で、それを6で割った数値が47億円というふうに出ておりまし

て、今後これが我々の目標コスト、守らなければいけないコス

トだというふうに思っております。 

【澤岡特別委員】 どきっとしましたのは、6掛ける47だと300億円弱な

んですが……。 

【JAXA（小鑓）】 ロケットが入ってございます。 

【澤岡特別委員】 それはステーション運用経費400億円の中で、ロケ

ット経費も入れて出て行くわけですね。 

【JAXA（小鑓）】 はい、そうです。 

【澤岡特別委員】 そうすると、従来250億円と言われて、あとの150億

円でステーションを運用するということでいろいろな議論が行

われているんですが、これを単純に掛けると300億円弱にな

って、400億円を大幅に超えるということで、これはえらいこと

になるぞという気がするんですけれども、いいんでしょうか。 

【JAXA（佐々木）】 補足させていただきます。1機当たりのコストが280

億円という数字を書かせていただいておりますけれども、製

造のために運用が始まる前から予算が使われていますので、

運用期間、今後の年間の経費としては280億円ではなくて、

従来から説明しています年間250億円になります。それを維

持していくという考えでおります。 

【澤岡特別委員】 よくその計算の根拠がわからないんですが、要は

運用コスト400億円のうち、この輸送コストは250億円だと信じ

ていいということですね。差額はどこかで工夫していますとい

うことですか。 



【JAXA（小鑓）】 工夫というか、既に運用機の計画は前から発してご

ざいますので、既に執行している部分も考えると……。 

【澤岡特別委員】 それはこれから4機、5機のトータルのことを考えて

もいいということですか。 

【JAXA（小鑓）】 はい。 

【澤岡特別委員】 わかりました。 

【森尾部会長代理】 幾つかあるんですけれども、1つまず教えていた

だきたいのが、接近するときに、最初はGPSを使われるんで

すね。最初絶対航法で、近づいてきたらステーション側の

GPSと相対航法。さらに近づいたら、無線でPROXとレーザで

すね。最後の最後は目視ですね。 

【JAXA（小鑓）】 最後のクルーがつかむときには目視です。 

【森尾部会長代理】 そのシステムが、距離に応じて切りかえてだん

だん接近していくわけですけれども、その切りかえるところで

の誤差というのは、どのぐらいだったのか。測定法の違いによ

る誤差ですね。例えば、相対GPSではかってきた距離と

PROXではかってみた距離とはどれぐらい違っていたのかと

か、そういうことをもしわかれば知りたい。 

【JAXA（佐々木）】 はい。必ず次に進むときには、それまでの航法値

と新しい航法値を比較して、そのあるスペックの中に入ってい

れば次に進むということでやっていますので……。 

【森尾部会長代理】 実際はそういうことだと思いますので、スペックの

中というのはどれぐらいかというのを教えてください。 

【JAXA（佐々木）】 今、ちょっと持ち合わせていないので、後ほど御

説明します。 

【森尾部会長代理】 はい。それからもう一つは、飛ぶ前の安全部会

で1つ議論になったのが、最後に切り離したけれども追突さ

れないということをどう担保するかという安全性ですね。それ

はたしか、確実な方法はなかったように思うんですが、実際

の結果は非常にうまくいったわけですが、ロボットアームを離

した後、どういう相対位置で離れていったかというデータがあ

れば教えていただきたい。これも後で結構です。 

【JAXA（小鑓）】 はい。 

【森尾部会長代理】 それからもう一つは、26ページ、27ページのアウ

トカムのところですけれども、例えば26ページには、いかなる

組み合わせの2個の故障、もしくは誤操作が発生しても、安全

上問題は生じないというのがアウトカムとなっています。もち

ろん最初の設計は、2つの故障が起こっても安全だということ

を、そういうシステムで設計されているというのがよくわかって

認識していますけれども、ただ、こういうふうに言い切るため

には、事故がなかったからだけでは、これでシステムが確立

したとは言えなしXように思うんですね。ですから、実際今回

の主張で、こういうことが言えるために何かいろいろな実験を

されたんでしょうかということです。 

【JAXA（小鑓）】 直接的なお答えになるかちょっとわからないんです

けれども、軌道上のデモンストレーションというのを行っており

まして、何ページだったかな。 

【井上部会長】 これもまた別途回答いただくのでいかがでしょうか。 

【JAXA（佐々木）】 はい。 

【井上部会長】 ちょっと予定の時間がやってきましたので、質問票も

活用していただいて、御質問を出していただくということでい

かがでしょうか。どうしてもこの場で少し皆さんの御意見を聞

いた方がいいようなことがございましたら。 

【小林特別委員】 今回のは実証機ということで、そういう役割で打ち



上げられているんですが、そうすると、そこで得られた成果の

中には、これから出てくる量産機というのか、それに対してど

ういう改修点とか、どういうことが見出されたかという、それも

大きな成果だと思うんですよね。それは単に幾つかちょっとし

たソフトウェアの改修ぐらいしかなかったよと、こういうことでよ

ろしいんですか。 

【JAXA（小鑓）】 いえ、主立ったものを書かせていただきました。私ど

もは当然技術実証機の製造段階、試験段階から射場作業、

運用、すべて不具合等管理しておりまして、必要な反映事項

は当然文書としてまとめておりまして、2号機に反映しなけれ

ばいけないもの、3号機に反映しなければいけないもの、そ

れはまとめてございます。ただ、ここには、いわゆる宇宙開発

委員会で発表させていただいた主な不具合というものを書か

せていただいて、その反映事項のみを書かせていただきまし

た。 

【小林特別委員】 やはり実証機だから、その次の量産機に反映でき

るものを見つけるということが大きな成果でもあると思います

ので、そういう視点からも何か書いていただく方が本当はい

いかなと思います。 

【JAXA（小鑓）】 わかりました。そういう視点での記述がないので、ち

ょっと工夫させていただきます。 

【井上部会長】 それでは、よろしければこの場での御質問等はここま

でにさせていただいて、ブロジェクトの質問票がございます

ので、そこに24日の金曜日までということですね、事務局まで

御提出いただけれぱと思います。 

 よろしければ、これでHTVの事後評価の議題を終えること

にいたしまして、5分ほど休憩をとらせていただいて、15時55

分にまたお集まりいただけれぱと思います。 

（ 休憩 ） 

 

（2） H-ⅡBロケット試験機プロジェクトの事後評価について 

【井上部会長】 よろしければ、再開したいと思います。 

 続きまして、H-ⅡBロケット試験機プロジェクトの事後評価の

議題に入りたいと思います。まず、このプロジェクトの事後評

価の進め方について、資料4-2-1で事務局から説明をお願

いします。 

 

 事務局から推進4-2-1に基づき、説明があった。 

【井上部会長】 ただいまの説明について、何か御質問がございまし

たら。 

 よろしければ、今のような実施要領で、事後評価を進めさせ

ていただきます。 

 続きまして、プロジェクトの説明に進みます。資料4-2-2に

基づいて、JAXA、MHIの方から説明をお願いいたします。 

 

 JAXA、MHIから推進4-2-2に基づき、説明があった。主な質疑は以

下のとおり。 

【森尾部会長代理】 16ページなんですけれども、（3）のペイロードイ

ンタフェースの中で、打上げ時の正弦波振動が事前解析を

上回る周波数であったということが書いてありますけれども、

事前解析とどんなふうに違っていたのか教えていただけます

か。 

【JAXﾊ（中村）】 周波数帯はちょっと忘れましたけれども、インタフェ

ースの条件の十分範囲内なんですけれどもレ予測を外れて、



インタフェース上は全然問題がないレベルで、ちょっとその

周波数帯での応答が予測を上回っていました。 

【森尾部会長代理】 これは周波数は低い方でしょうか。 

【JAXA（中村）】 ちょっと不正確なことを申し上げてもいけないので、

別途回答させていただきます。 

【森尾部会長代理】 はい。 

【鈴木特別委員】 聞き始めるとちょっときりがないので二、三に絞りま

すけれども、民間、官民合同による開発のメリットというのは、

定性的な話はあるんですけれども、これによってコストが安く

なったとか、そんな話はないんですか。それとデメリットはな

かったんですか。 

【JAXA（中村）】 三菱重工が、H-ⅡAももう20機近くなってきまして、

そういう部品は結局まとめ買いして、試験費を割り掛けないと

安くならないんですね。そういうところで、三菱重工が今度そ

ういうまとめ買いをして、コストダウンの努力をしているというと

ころが大きいと思います。 

 それから、デメリットは、これは私だけかもしれませんけれど

も、やはりJAXAの職員が現場から遠ざかってしまったというこ

とがあります。どうしても物理的にそうならざるを得ないもので

すから、そういうことがないように、三菱重工の方にお話をす

ると、別に遠慮しないで現場に来てくださいよとは言われるの

ですけれども、いざ種子島に行くと結構見えない壁があった

りして、JAXAのエンジニアが、技術の現場から離れるという

のが、私個人としてはデメリットかなというふうに思っています。

やはり民間移管して一番よかったというか、驚いているところ

は、JAXAが打上げをやっていた12号機までと違って、三菱

重工の社員の皆さんの意気込みが全く違います。というのは、

結局、いずれH-ⅡBも自分たちが打上げサービスとして運用

していくんだ、そういう自分たちが将来を担うという、そういう

意識が当然ですから、JAXAが打上げして、JAXAが主体とい

っても、やっぱりそういう将来のことをきちっとにらんで、よく考

えて仕事してもらいました。そういう点は、共同開発で非常に

よかった面だと思います。 

【鈴木特別委員】 それから、コストの話なんですけれども、147億円

が安いか高いかというのはいろいろ見方があると思うんです

けれども、将来的にもっとコストを下げるということは、何か今

後の課題として考えられていますか。 

【JAXA（中村）】 結論から申し上げますと、非常に難しいです。という

のは、途中で世界の景気というか、今から2年以上前に比べ

ると、材料費なんかも世界的に非常に高騰したこともあって、

今、ロケットの価格が高騰しています。ただ、一言で難しいと

言っても、そのまま放置するわけにいかないので、むしろ新

しい次の発展型、基幹ロケットの次の世代を、やっぱり設計も

含めて安くし、信頼性を高くしていくのが我々の務めじやな

いかなと思っております。だから、そういうものをH-ⅡBクラス

のロケットも、将来は取り入れるなり、あるいは、新しいそういう

ものに置きかえるなりしてコストを下げていく努力が必要だと

思います。 

【鈴木特別委員】 それで、今回の開発のかなり飛躍的な話はドーム

の国産化なんですけれども、このコストはどうなんでしょうか。

外国から調達した場合で、最初の割り掛けの話は別としまし

て、生産コストはどんなものでしょうか。安くはなったんでしょ

うか。 

【JAXA（中村）】 高いとは三菱重工は言っていませんので、多分予



測どおりだと思います。ただ、ちょっと今は、正確に価格を把

握しておりませんので、これはまた別途お答えしたいと思い

ます。 

【MHI（田村）】 済みませんが、ちょっと即答はできないもので、比較

は後で整理します。 

【井上部会長】 ちょっと今の御質問に関連するんですけれども、例え

ば設備投資の点ですとか、MHIの側で、民間がこの後引き継

いでいくというような考え方で、別なところで出費をされて、結

果として、官の側のコストとしては安くなっているというような

面はないんでしょうか。 

【JAXA（中村）】 三菱重工が先行投資で整備されたわけですけれど

も、H-ⅡB専用の部分につきましては、ロケットに割り掛けて

三菱重工は回収するというやり方をしています。 

 つまり、一遍に全部まとめて最初に予算を準備するというこ

とではなくて、そういう一過性の予算等を抑えることができたと

いうことになると思います。 

【池上委員長】 済みません、推進部会のメンバではないんですが、

今の件で、三菱重工は開発担当ですよね。開発で持ち出し

があるということですか。つまり心配なのは、一応終わりました、

今後は開発費に見合うようなものは国は出しませんというふう

に言っちゃうと、三菱重工は困ることはないでしょうかと、こう

いうことなんです。 

【JAXA（中村）】 いや、そういうことを申し上げたんじゃなくて、三菱重

工は、ここにも書いてあるんですが76億円負担していますが、

建屋とか電力設備全部含んで76億円なんですけれども、そ

のうちの63億円が、そういうH－IIBに直接関係するものです

から、その部分がH-ⅡBに割り掛けられるもので、それプラス、

あとは製造設備を導入するための製造技術の研究ですね。

そういうものとか、あるいは、最初のH-ⅡBのコンフィギュレー

ションを決めるときのシステム設計とか、そういうものは三菱重

工が自社で予算を工面して実施されました。 

【MHI（田村）】 そのとおりでございまして、76億円のうちの六十数億

が、専用生産設備ということで後から回収するという形で、そ

のほか汎用設備の部分は、三菱重工で負担するというような

形になっております。 

【JAXA（中村）】 ただ実際は、そういうものも含めて、いわゆる人件費

のレートとか諸経費の中で回収されます。 

【池上委員長】 でも、JAXAがそういうことを言っても信用できない。 

【JAXA（中村）】 いえいえ、JAXAがではなくて、そういうシステムでや

っていると。 

【池上委員長】 これは基本の基幹ロケットだから、コストが安いという

ことはあまり自慢にはならないと思うんですよね。もちろん税

金を節約するという話はあるかもしれないけれども、やはりき

ちっとしたものができるということと、場合によっては、最初は

過剰品質的なものからスタートしていって､企業の方でコスト

ダウンに頑張るというのがあると思うんですけどね。それが気

になりました。基本的には国がきちっとしたロケットを持つべ

きであり、アリアンとかアトラスと比べて安いよといって威張る

というのは、ちょっと違うなという感じがします。 

【JAXA（中村）】 威張っているわけではないんですけれども、日本の

場合は、ではどのぐらいの、そういう同じクラスのロケットを開

発するのに、世界標準としてはそういうものに比べたらどうな

のかという点での比較ですから、アリアン、ヨーロッパの数値

とかアメリカの数値も、我々は正確に一般に公開されている



数値ですから、本当のところはわかりません。ただ、そういうも

のと比較して、どのぐらいの位置にあるのかという、そういう観

点での比較で、参考というつもりで載せてございます。 

【池上委員長】 あともう一つ、先ほど、既存のシステムをベースにし

て開発したものは、プライムメーカーがよくわからないとありま

した。つまり、ブラックボックスがあるとちゃんとしたものができ

ませんという表現はわかるんだけれど、ここから先考えていき

ますと、今後は場合によっては、サブシステムを海外から購

入してやるというようなこともあっていいわけでしょう。アメリカ

のCOTSなんかはそういうような発想でやっていますよね。全

部丸ごとゼロから自分たちがやらなきゃいけないということだ

と、ちょっと発展という点からすると心配なんですけれども、そ

の辺はどうでしょうか。 

【JAXA（中村）】 それはリスクをどういうふうに評価するかだと思いま

す。それで、やはりキー技術については、ブラックボックス的

なもので運用するということは、影響が余りにも甚大ですので、

許容できないことだと思います。ですから、我々としては、中

身がよくわかって、例えばセンサとかバブルとか、自分たちも

作れるんですけれども、海外でより安く調達できるというもの

に限定して、ロケットの部品は購入し、そういう使い方をして

います。ですから、やっぱりキー技術は、自分たちがきちっと

細部に至るまで押さえるのが基本だと思っております。 

【池上委員長】 もう1点。今後JAXAのエンジニアは要らなくなるという

にも聞こえる発言は、確かにこれは私も技術開発をずっとや

ってきましたけれども、非常に大きな課題です。平行して新

開発テーマがあれば、技術省の技術力を保存することができ

るんだけれども、完成度があがるとそうもいかず非常に大きな

問題です。ですから、JAXAのエンジニアの役割というのをも

う一度再定義をしていく必要があるのではないかというふうに

思うし、同時にエンジニアの技術を維持するためにはどうした

らいいかということを、やはりきちっと考えていく必要があるん

じゃないかと思います。 

【JAXA（中村）】 私が先ほど申し上げたのは、現場から遠ざかったエ

ンジニアがたくさんいるということです。特に若い人ですね。

私とか年寄りは、もう現場育ちですからそういうことはないん

ですけれども、やはり民間移管になった13号機以降は、言っ

てみれば種子島の発射場も三菱重工の工場みたいなもので

すから、JAXAの職員だからといってそこに勝手に入って行く

わけにもいきませんし、そういうことからして、やっぱり現場を

知らないロケット技術者が増えつつあって、そこを心配してい

ると申し上げました。ですから、そこら辺は新しい開発だとか、

あるいは三菱重工がやっていても、別にそんなの遠慮するこ

とはないんで、そういう機会をとらえて現場経験を積むという

ようなやり方を今後していかなくちやいけないなと思っていま

す。 

【宮崎特別委員】今のコメントとも関係していますが、28ページにある

下の部分のところで、新規開発項目である1段エンジンクラス

タ、1段構造系、フェアリングなどの技術開発においては、リス

クの低減と抽出・検証を実施したとあります。それから、その

上の文章では、H-ⅡAの既存技術を利用して、技術開発リス

クを低減したことが適切であったと書いてあります。新規に開

発された技術と、それから既存技術のバランスというか、トー

タルの技術開発において、新規開発された技術というのは、

大体何割ぐらいだったんでしょうか。 



【JAXA（中村）】 割合を示すのに、今、どういうふうに示したらいいか

なとちょっと考えていましたけれども。 

【宮崎特別委員】 全体のコストでもいいですし、半分だったのかと

か。 

【JAXA（中村）】 ちょっとはっきり今、数字持っていませんが、コストベ

ースで、新規が3分の1ぐらいですかね。新規というのは、第1

段ロケットという意味です。第1段は、エンジンのクラスタ化と、

それから、構造がやっぱり4メートルから5.2メートルに直径が

太くなっていますから、すべて新規開発しますので、構造系

と、それから推進系。エンジン単体は既存品ですけれども、

それが大部分新規アイテムになります。ちょっとそれも私、今

うろ覚えで申し上げました。 

【宮崎特別委員】 もしも調べていただけると、参考になります。 

【JAXA（中村）】 ええ。もう少し正確にお答えしたいと思います。 

【森尾部会長代理】 フェアリングなんですけれども、結構時間のない

中で苦労されて、実験も重ねてやられたと思います。結果は

うまくいったわけですけれども。やっぱり地上の1 Gの環境で

できる実験と、実際フェアリングがおそらく開くときは1 G以上

かかっているでしょうから、実際とは結構違いがあるんじゃな

いかと思うんですね。今これを見ますと、2号機に向けてさら

に改良に着手されているということですが、今回実証機を飛

ばした結果として新たにわかったことといいますか、ロケット

からのデータでも何でもいいんですけれども、新たにわかっ

たことというのは結構あったんでしょうか。 

【JAXA（中村）】 結論から申し上げますと、事前に予測した範囲でし

たので、新たなことはございませんでした。地上は1 Gですか

ら、フェアリングとしてはゆっくり開きます。ただ、実際飛んで

いるときは2 G近くの環境下で開くものですから、本当に放擲

――放擲って妙な言葉ですけれども、バーンとロケットから投

げ捨てるぐらいの感じでもっと早く開きます。それはH-Ⅱ以

来、こういうクラムシェル型という同じタイプのフェアリングです

から、解析と実際に飛行した結果のシミュレーションも随分き

ちっとありますし、そういう点では新たなことはございませんで

した。 

【森尾部会長代理】 実際にポルトかナットにかかる荷重とか、ストレン

グージか何かで測定できているのですか。 

【JAXA（中村）】 それははかっておりますが、十分設計荷重よりは低

い、ストレスというか、歪みとかでございました。ただ、1号機の

ときは少しフェアリングの荷重を下げて飛ばした関係で、2号

機からはもとの荷重に戻してよりロバストにしようということで、

分離機構のところの分離ボルトの回りの構造の最適化などに

取り組んで、ようやく強度試験も、前回みたいに壊れたとかそ

ういうことはなく、合格することができました。 

【小林特別委員】 国際競争力ということに関してなんですが、今、ペ

イロードの確保をするとか、あるいは、成功率を高めるとか、

あるいはコスト、そういうところを中心にお話しされてきておら

れますけれども、あと、ユーザーというんですか、お客さんが

使いやすいというんですか、例えばこの間の推進部会で、小

型ロケットのイプシロンの話が出て、そこではいわゆる運用の

しやすさとか、そういうことにかなり力を入れてこられていって

いるんですけれども、こういう液体と固体の大きな違いはある

んでしょうが、このH-Ⅱ系列のものは、ほかの外国のロケット、

液体のロケットと比べて、そういう面で遜色はないのかどうか、

またそこの辺が、国際競争力のアピールするところになるの



かなと思ったりするんですけれども。 

【JAXA（中村）】 国際商業衛星の受注活動は三菱重工がやられてい

るので、私が申し上げるのはちょっとでしやぱりみたいな感じ

があるのですけれども､ちょっと一言申し上げたいのは、ここ

の18ページに書いてあります輸送、GTOに関して4トンから8

トンまでのラインナップがそろったと書いてありますけれども、

軌道傾斜角が、御存じのように30度近いGTOでの値をここで

は載せてございます。ただ、アリアンロケットはギアナですか

ら、ほとんど赤道上です。もう一つ、今は破産していますけれ

ども、シーロンチという海上にロケットを引っ張っていって打

つ会社がありまして、あの会社は破産するまで30回打ち上げ

て、3回ぐらい失敗はしているんですけれども、赤道付近で打

ち上げます。結局、商用の静止衛星の仕様が、そういうアリア

ンだとか、シーロンチのゼニットで打ち上げた場合に、静止

化するのに必要な増速量しか満足しない形でスタンダード化

してしまったんですね。そうしますと、やっぱり30度の種子島

から打ち上げて軌道傾斜角を下げるためには、仕様を超え

て300メートル/secぐらい衛星が自分で増速しないといけない

という点が、日本で種子島で打ち上げる場合の一番のハンデ

ィキャップになっています。ここではラインナップがそろってと

いうことを書きましたけれども、現在JAXAとMHIでは、そういう

ところをもう少し改善して、2段の改良に向けた準備を、今年

からやろうとしております。 

【小林特別委員】 わかりました。期待しております。 

【MHI（田村）】 三菱重工のH-ⅡBプロジェクトの田村でございます。

今、中村さんの方からお話がございましたけれども､御質問は､

運用性で何か世界に伍するところはないかという、そういう御

質問かと理解してよろしいでしょうか。 

【小林特別委員】 ええ、そういう面でアピールする強いところがある

んじゃないかなと思っています。 

【MHI（田村）】 今の機体で、運用性という面ではこれ以上のというの

は難しいところがあるんですけれども、今中村さんがおっしゃ

ったように、やはり衛星の一番のお客さんの魅力は、衛星が

自分の推薬を使わないということなので、そこにトライしていく

のがこれからだと思っています。それは基幹ロケットの高度化

というプロジェクトの中で、JAXAと一緒に提案させてもらって

進めていくというのが一番のポイントかなと思っています。そ

れから、衛星の耐衝撃とかも低くしようという動きも、この活動

の中で含めてやっていこうということで、顧客の満足を得るよ

うな形で、これからトライしていこうというふうに考えておりま

す。 

【小林特別委員】 わかりました。 

【池上委員長】 今のに関達しまして、要するに、GEOは多分より重い

放送衛星が上がるというようなことからの予測ですよね。です

から、確かに厳しいですよね。静止衛星は、これでもってい

けるというのはないんじゃない。アメリカも商用打上げは、ある

意味ではギブアップしていますよね。 

 静止軌道以外のところがこれから増えていく可能性が非常

にあるわけでしょう、打上げ回数がね。むしろそこでうまく生き

ることを考えた方がよろしいんじゃないですか。それは商売

の話だから、こっちは直接は関係ないのかもしれないけれど

も。 

【MH1（田村）】 それはもちろん両方をねらっているところですけれど

も、2トンとか3トンクラスのものを打ち上げるというところも、効



率的にしたいです。 

【池上委員長】 あと済みません、今、液体エンジンを使おうというの

は、インドにしても何にしても非常に熱心ですよね。そこへこ

の一部売り込むということはできないんですか。みんなしかも

それ、失敗していますよね。 

【MHI（田村）】 インドとかに売り込むんですか。 

【池上委員長】 ええ。液体、クライオタイプのやつですよね。 

【鈴木特別委員】 インドの場合は、もともとロシアから輸入したやつを、

国産に切りかえているわけですね。あれはこの間打ち上げて、

点火して2秒ぐらいで水素ポンプが爆発したんじやないかと

いう話なんですけれども、これは設計上の問題でして、多分

インドは、実環境を摸擬したエンジン始動試験を地上で十分

試験せずに打ち上げたのではないかとの感じですね。です

から、それはちょっと今の話とは別の話だと思います。 

 あと、先ほどのH-Ⅱシリーズの競争力の話ですけれども、

静止衛星も今後打上げがものすごく増えるということはないん

ですけれども、一方には確かに非常に大型化しています。大

体大型化で6トンから6.5トンぐらいになっています｡これはH-

ⅡBで先ほどの300メートル/secですか、あのあたりが足らな

いとしましても、これはコンセプトとして従来は、アポジインジ

ェクションといいまして、どういうアポジに打ち上げるかという

のが1つのコンセプトになっていたんですね。最近出てくるの

は、ペリジインジェクションという形です。要するに、ロシアの

場合なんかは射場の緯度が高いため軌道傾斜角が非常に

大きいわけですね。そうしますと、傾斜角を修正するのは、高

度が高いところで修正した方が得なわけですね、これは軌道

高度が高い程速度が小さいですから。そこでアポジで傾斜角

を小さくして、ペリジの条件を合わせようというのが、1つのコ

ンセプトとしてあるわけです。それをやれば、打上げ能力の

点では、射点の緯度が高いというデメリットは完全に解消され

ますし、6.5トンになっても、多分今のGT0 8トンだったら十分

カバーできますのでね、そういう技術的な成立性というのは

十分あります。先ほどの高度化といいますか、言ってみれば

ペリジインジェクションですね、やろうとしているのは。それを

やれば十分カバー範囲に入ると思いますね。ただ、なかなか

全体のサービスとなると、衛星の輸送の問題がありまして、種

子島はちょっと不利な点があります。要するに、大型の空港

がないとかですね。 

【井上部会長】 特にここで聞いておきたいということがございません

でしたら、質問票に書いていただくということでクローズさせ

ていただきたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。それでは、これ以上の御質問がございま

したら、質問票に御記入いただいて、9月24日の金曜までに

事務局まで御提出いただけれぱと思います。 

 では、H-ⅡBの事後評価の議題についてはこれで閉じさせ

ていただいて、最後に今後の予定等について、事務局から

説明をお願いします。 

 

(3)その他 

 事務局から、参考4-2に基づき説明があった。 

【井上部会長】 それでは、これでもって本日の議事を終了いたした

いと思います。どうもありがとうございました。 

 

（説明者については敬称略） 


